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.卍 へ r　 幽-.幽"AA
L工 予 レ冫の 焔 の スベ ク トル
、v・MrVa…dya,Pree.llo)',&lc.〔A〕,
1479513～21(19:").
多 くの 炭 化 水 素 が 空 氣 中 に て燃 焼 す る 時 の 焔 に
Cgal及 びQHに 屬 す る 發光 幣 が 現 は れ る事 は よ
く知 られ た現 象 で あ るが,そ の 他 に之 迄 餓 り注 意 さ
れ τ ゐ な か つ た 非 常 に弱 い 較 光 帶 が 俘 ふ事 が あ り.,
待 に これ は..エチ レンの 焔 に 於 て 最 も著 しい・ 著 者.は
ヱ チ レ ンの 空 氣 中 に於 け る焔 をSmi山dド0"nlelle-
paTntotを用 ゐ て分 離 し 内 娼(緑 色)の 螢 光xペ ク













講 湖 塀(隈 ㍗伽 一11.・・'・')
郎 も ーチ レ ンは醒 化 の際 に次 の 知 く分 解 す る もの と
考 へ て ゐ る。
]ltC=af!十〔㌧一pH2C一`〕一ローC]'1ゴ・2Hα)十旺2
(北川)
2.CCI,1蒸氣 の 電 子 廻 折
V.E.C`rssteLt,Trans.'Faracl.So亡.,
50,981ny91(1934)・




論 的 に 廻 折 強 度 が 取 扱 は 肛 て 諸 問 題 が 萌 解 に 設 明 さ
れ て ゐ る ・ 〔液 難 に 就 て は 川 北 、 本 詰.第 九 卷.(紹)
1-20.(昭和 十 年)参 照 〕.著者 は 從 來 使 用 さ れ た 農 置
よ う蓬 に 精 畩 な る も の を 使 用 し,小 角 度 に.於け るbn-





一 ・・1導β一 な・鮴 ・より・求・ら2レ
る・此處に於て 三は電子の波長でB㎎lleの式を用
・ ・「'黒 て繭 磁 、。一勺 ・こよ・・糊
られ る.(1よ りC-Cl間 距 魅 を求Dる に は分 子 を
　　け


































τ1±・2;S5tNとな り(:一Cl距離}よ之 に對 しrL74A
とな る・ 併 し なが ら極 大 の1,ゴ及$番 目に對 してce-












1 0.1潟 5.6 sss
4?08 i_93 2。84
























上 記 の 伍 は 從 來 の 研 究 者 の そ れ よ り6比 穀 的 小 さ
い ・
CトC置 に 就 て は 觚 ちBewilogua及Ehτba雌し〔Pe-
byo,Bewiiogua1"1,:hrhi,rlt、Phy'sik.み,se,84(1929).〕
つ
は 】監初X翻 折 法1;よlj:1・4A叉倩「情 密 に測 定 す るり.事{二劫3」 ・ 螺 へ τ ゐ6・5(B・
.・[il・・9・a〔Physik.
Z・52r270(1931)・〕は襲 置 の改 瓦 と原 于敝 亂 因 子 のコ
補.丐..と.によ り2・99士o・03Air奥へ}1・ ・k及lvier]
〔南 亀Ilr噛・.18,205(130)・)1ま電 禰 折 法 に よ ら最ロ
初.3,15.4を興 へrゐ る ・Wf・ ・1・1〔t、h・・Phy・ik・8・
ロ
521(1931).⊃は 其 後2.bs#0:02Aを 典 へ τ ゐ る ・
ISr;Lun'e及Khocke〔Z.ph}'sik・Chem・〔Il〕,21,217
り
(1fi:S3).〕は2.91Aを晏 山 し て ゐ る・
C-C1に 就 て はX.線 的 研究 に 俵 も.結赧形 に 於 て
はW,Llirag9〔P』盲LMag,,4e,169(10L)O)・〕 に 俵
コ リ
b1.8摯Aが 與 へ ら れ,t;tiltlsclL!n3dt〔Tra帖・Farad・.サ　
&rc・25,253(1929)!〕1まイ オ ン距 離 と して'1・S7S・
原 子 距 離 と し τ1・S4A.を 塁 出 し,P叩 且ing〔J・Am6
り
d[爬ロ1陰Soc,。49,76b(tg24),〕8よ1.ε2Aを理 諭 自:]1こ














著 者 はE`7ismmの壓 力 の 臭 素1.IIで放 電 を行 ひ 斯 く
しτ 出來 た臭 素原 于(主 として 中性 の もの と琴 へ ら
れ る)を謂 干管:rlコに流 しアニ・餐「中 駐.二銅.コンxタ ン タ!
熱電 對 を拝 入 しその 麦 衙 上 で臭 素 原 孑 が 群 績 合 す る
と きの熱 を測 牽 す る事 に よ り管 巾 の 各 部分1.二於 け る
原 子の 濃 度を 求 め たが その結 果 に 俵 れ ば陳 「Fの濃 度
















4.高 度 の 乾 燥 に 就 で
A・Smi』,.Z膕Phpsi};・Chcm6〔}}〕,
28.3】～42(1035)・
種 々の 物 質 の 物 理 的 及 化 學 的性 質 に 及 ぼ す高 度の
り
乾燥の影馨に關する蹠kerの研究が發麦されて以來













乾 燥 す る事 が 幽 來 た(3ケ月 間 程 は 乾 壕 出來 たが それ
.以上 放 置 して お く と:HCIと1'!0.sが反 懸 し始 め た)・
以 上 の如 くして 十分 に乾 燥 しt:y}ち とHCIを 混
合 し た時Tiakerの結 果 と 反 對 に 直 ち1こ反 懸 が 起 つ,
た ・然 しな が ら著 者 はBakcτの 結 果 を否 定 す る もの
で は な く寧 ろBnkerの 買 驗 に.疑を抱 くB而 ¢nsLein
とは 反對 の 立場9あ る・』久 著者 はT軍amlnの乾 燥 の
賓 験 に於 て は すべ て その乾 燥 の度 が 不 十 分 で あつ た
と圭 難 しτ ゐ る・ 又 線 て乾 燥 に よ り妨 略 され る反 慮
は 連 鍍 反 應 で あ る とかPtOsの.不純 物 が 妨 碍作 用 の
.原因 で あ る等 とま ふ]orlenstetLlの…搦 勲 ま正 し くな い
一]?8一
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
w
?
と述 べ て ゐ る・最 後 に注 意 すべ き事 はKahlbaum製
のrq;は 不 飩物 と して 桝 當 量:の低 級 酸 化物 を 含 ん
で居.n11昆1・erが用 ひ たH叩1くin&¥¥'illiams製.に比
して 品 質劣h且 っ この 飯 級 醵 化物 を除 く事 が 困難 な
事 で あ る・.署者 は それ 故.にH・&W・ 製 のP.OSを
用 び た ・(田村}
5.CO.及a.o.生 成 機 欝 の 研 究
w・r.Jackson,J・am.Chem.Soc.,
57,S2-9.(1D35).
W艦跳,d管を逋 しτ 水 蒸 氣(Lnm以 下)を 放 電 しで
1Rたる11及oicの 混 合物 の流 れ にCOの 流 れ を あ
τ た る にCU.の 生成 を 見 た.・之 れ がHユ0の 放 電 に
よbτ 血戊 す.ると考 へ られ3.(D及.Hのfk用に あ ら
ず しTOII.に あ るこ とを次 の實 驗 に よ りて 明 か に
し た.
(り ∩ の 作 用 に あ ら ざ る こ との證 明{a)co+o.
混 合 物 の溌 れ を上 記 叫(二諍放 電 生戒 物 の 流 れ に あて
た・ 此 の時:li.,bの量 が 少 な.る時 はCU.,生成 量 は 殆.
ん ど零 で あ る.が,之れ が坩 加 すai二律 つrCOaの 生
成 量 は 念 ド増 加 す るの で φ る・而 して 此 の 場 合H2Q
の 堆 加 に よbで0は 塘 加 し ない と云 ふ ー-.utcck及
Iiopschの發見 等 よ う考 ∫、れ ば,此 のH..Oに よ る
co生 成 量 増 並 の療 因 は .Oに あ らざ る こ とが解 る・
(b)ti..o+vの放 電 生成 物 をcoめ 流 れ に.あて た る
1こCO.の生 成量 は(a}の場 合 と大 差 な かつ 拶 止 の
外 の 二 三 の 貰 驗 に よつ て ら ゆ はC`)の 酸 化 に 無闘
1系で あ る こ とが 解 つi_
G)耳..の伶 用 に あ ら ざ る こ との 詮 璽1't或 はW
等 脱 水 素 觸 媒 を放 電 管 よ4の 活 性 氣體 の 垣 灘}に置 き
,た.る にILの再 緒合 に よ7'['赤熱 せ られ た・此 の 方 法.
に ょ りて.Hをsa%減 少 す る もCU,生.成量 の 減 少 は
10%しか なか つt一・若.しも17がCO..ξヒ成1こ重 要 な
役 割 を濠 歩 る とすれ ば 斯 る 事 は.あb得 な い ・






然 るに.著者は此の買驗に於てOH費 光x,ク ト'レを
響め島 之れしこよhて地の.複合物はoHと 考へ られ
_i
る・ 然 しSonlwederJx'Peaxmn.等と同 じ く吸 收 スベ
グ ト..ルに於 て 之 れ を認 め る事 は不 能 で あ つ た・ 著 者
の 實 驗 よ5すii:;ONは 數 十種 の所 まで流.し得 るが
故 に彼 等 の 如 くOHの 短 生 命 に之 れ.を起 因せ しめ る
こ とは 出來 な い・ 著 者 は 彼riの箕 驗 績 果 よ り:此の 原
因 を01{濃度 の 稀 薄 に あhと した 逕 んCP.odebuaL
及Wah1がOH一 ←OH→Hey〔.,=.なる反 臘 速 度は 氣 相 に
於 で も非 常 に 逑 い と した の は 不 合埋 で あつ て氣 相 に
於 て は.遲く液 體 空 氣 の 温 度 の器 壁.に於 τ.は非 常 に速
く遞 行 す る もの と し た.
CO2生成 の 機 播 以 上 の 實 驗 結 果 よb此 の場 合i二
於 け るW.生 成 は
O[1十CO→COg÷H(1)
it十CO+0を}CO=+OH(2)
な.る反 膿…に よ る と しt:・然 し(2)によ るc:U,の生成
は(1)に 比 べ τlmm下 の壓 ヵ.に於 て は非 當 に少
い の で あ る・
上 記 の002生 成 反 應 に は 何 時t,H,O,生 成 反應
を俘 ふ ので あ る,故 に 此 の機 構 を 研 究 ぜ ん'ri_M1=
次 の.貰驗 を行 っ た.上 記CO酷 化 の簀 臉 と同撩 の装
置 をmひ,H.Oの 放 電 生 威 物 の 流 れ にH.十 〇9混合
物 の 硫 れ を あて た・.而 して(aノ)'}1,0、を 坐成 す る
O,.の量 は反 應 に與 る(_1,全盤 の量 の74%で あ るこ
.とが 解 つ た ・叉(b')H,O.,の生成 量 はvの 壓 力 に




とす.るこ とが 出 來 ない ・ 何 ん と%iltifa11,03を生成
す る.0…の量 はaO%で あ るか らで あ る・ うし(3)は3
重 衝 突 を要 す るが 故 に 署 者 の場 合 に於 け る が 如 く
1.imu以下 の壓 力 の場 合 .には暗 率 は 少 に して 實毅 結
梟 を 競明tる 事 が 不 可 能 で あ るか.らで あ る・
IisO:盛成 機 構 故 に]i.0,r&の 機 構 としr
w+o,.xoa(:,〕
IdO.十II.→H,O..十}i .(6)
t,る.Taヲlor及Mユr5ilallの機 構 を取 つ{_.此 の機 構.
.に對 す
る上 記F及hAの 反 對 を不 常 な7と し〔Lうな
.る
.紫鞍 結 果 は(5)に よh.て生 じた る エ ネル ギ ー豐 富





.占一 し .∫._. ■ 」■一 一 凶■幽陣 白一 ∩ .._















































茲 に{㍉ 副 童÷r5,d.=r.}rw,dxri+τ垂で 「1,r,卩r3
ぱ 反 應 分 子及 溶 媒 分 子の 假 想 半 徑,hぼ ア.㎡.ガF'』u
歌,E=IS溶 質分 子 の攘 敵 活性xエ ネ ル ギー の 和,
Eは 反 慮 の活 性 化 工.客.ルギ ー.扨,反 癒 分 子 の一 方
が大 な る{fiン で 溶 媒化 合 が 牛 な る婁 合醐 正 な しに
(2)式が 邁 川 され る.と考 へ られ る・實際 か ～る反 應 で
(2)式よ り蓮 にaの 鼓 賦 を算HSする と妥 當 な直 が 多 く
のu得 られ る.以 上 繁雑 を邀 をずる.爲に イ.才ンlug





















































系の それに相當するもの と考へ られ,低 下曲譲は分
解曲線 とで も云r可 き.ものに當る・(後藤)
卩8




固腿 に對 す る氣 髄 叉 は 溶 質 の 吸 管現 象 は 畢 純 な も
の で な く屡 々次 の2種 の現 象 よnom,も の で あ る.
1・表 面.の活性 部 分 に對 す る化 學 結 合(第 一 次 吸 督
と ら呼Ffhる).9
2.¥'anIlαWaalの力 に よ る吸 婚(第 二 次 吸 許)●
此 兩 者 を 考 慮 に入 れ て始 め て一 般 的 な 吸x.等温 式
闇 を器トる事 力<<e來る・ 從 來 使 川1され タ陛っ た1.nng,臆uil・
の 等 温式 は 其 誘導 の際 に 吸 箸分 干1裏皆 同 一 の カ を以
τ 表 面 と繕 合 す る事 と單分 子 層.を以 て 飽 和 限 麿 とtr
るに よ5,上 記 の 如 き2稲 の 吸 若 よb成 る と考 へ ら
'れ る一般 のPに は 不適 當 と思 は れ る・
そ こで著 者 は 一般 的 な等 温 式 を 求 め る爲 に 周賂 糞
面 に 於 て 薄 き屠 を 考 へ,.此膚 の Φ に於 て 固膣 表百 原
子(分 子),之 と化 畢 籍 合 せ る吸 着 分.子及 び 化 學 結 合
を せ ぎ る分 子(著 者 は 潜 解 せ る分 予 と呼 ん で ゐ る)の
三 者 の 陶 に.質量 作 州 の 法 則 に よつ て争 餅 が 成 立 す る
.もの と考 へ た・今 便 宜 上 金 屬 酸 化 物 に對 す る濛 酸 ガ
スの 吸 著 を 例 に とれ ば 吸 著 臍 の`IIで次 の 闘 係 が成 立










な る開 係 を 假 定 し,(1)&VC(.,)よJ玉,を出 し全 吸
若 量 宝 を 求(pJlば(x=F鶏Fはlr1631Yihifid)
牌響 .'(・)
之 が 求む る吸 著 等温 式 で あ る(、,】;及cは 恒 數)・
此 等 温 式 をIangmnirの式 と比 較 す るに分 子 に於 τ
BPI2な.る項 が 新 ら し く入 て ゐ ろ・ 故 にLangmuirの
式 と異 り,所 謂 吸 管 の 笵 和甑 が 存 しない 譁 で あ る・
著 昔 は 此 等 澄 式 を他 の 實驗 者 のdat,,例へ ば 炭 に'
對 す る炭 酸 ガ スの 吸 着[¥Sagons及Kahnの實 驗 〕、
ガ ラ スに 對 す る炭 酸 ガ スの吸 着 〔Dumuの買験 〕 に
適 用 しτ 滿 足 な ろ結 果 を 得 τ う る・ 禽硅 酸 ア ル ミニ
ユ ー ム,ス ク レ1ン の 如 き膨 濁 性 物 質 に 對 す る永 撮
氣 の 吸 收 に 對 して も逋 用 され る事 を見 た.
次 に一 般 に2種 以 上 の 混 合 ガ スの 吸 着 す る 嬲 合
L+ngmuirの專 温式 に 從 は ぬ 偶 が 屡 々見wさ れ τ ゐ
る例 へ ば シ リ カ ゲル に 對 す る窒 素 卩 ア ル ゴ シの混 合
ガ スの 吸着 が 其 一 例 で あ る・ 〔Dmnkuhlerの貰 験 〕・
.著者 は此 場 合 に も單 一 ガ スの 揚 合 と 同樣 に兩 種 のii
ス に就 て 吸 着 層 のll1に於 τ 化 學 結 合 と溶 解 とカ;同時
に 起 る もの と して 導 溢 式 を導 き1之 に よっ τ 實験 結
果 がtく.nは され る事 を 示 した ・(寝 川)
一).'～一 一 ～一
9.二 三 の 混 合 瞬媒 のX線 的 研 究
C.¥¥'rgner,G.一M.ScLxali及R.Stacgur,a
plry':i4・Chem.⑯〕,27,439酎51(1934),
本 研究 は著 巻 等 が 髭 に種 々の 混 合 觸 媒 に 就 い て
メ20の 分 解(酸 化 物 觸 媒 の婚 合)及 肉 桂 酸 の 水 素添
加(金屬 細 謀 の 揚 合)の 動 力學 を研 究 し,混 舎 觸 喋 の
作 用機 橋 及 構 造 等 につ い τ 下 しナ;推定 を 礁接X線 的
,;明 した もの で あ る..'

















,a〈..Aつ活性働 鵬 下す`る聯 』ち・αρ.と"1"O
との帽境界に薪活性φ心が生争るものと推 定 した
が・X線 鬮 ち全.く各成分の線からなb,犀 進作用が
化 合物の生成審に墓 くものでない毒を示 してゐる・
け
【L9)CIL(工一Cr!Os系;Q10の活性 はCrrQ3の添 加1
に 俵 つ τ 著 し く低 下 され る事 か ら,兩 者 が 不 活性 な
化 合 物 を 造 ξ も.のと考 へ たが ・X線 圏 に 於 て 毳CuO
の 線 が 全 く清失 しτ ゐ る・ 新 耗 合物 の線 はCre()sの
粒 子 が 非 常 に細 い 爲全 鶻 に カ プ リを生 じ その 爲 に は
つ きb現 れ な い・
(・1)CuO-Al聖`.,.s系:此の 揚 合 現 れ る促 進 作 川 は
活 性 化熱 が 増加 す ざに 拘 らす 活性 度が 著 し く場 す と
曇 ふ.一見 斎 妙 な もの で あ る・ 此 の 説 明 と してCU6











隅は爾成分の混合比1=應じてCuの 線 と 邸 の線乏
の中間に線が現れ る・.即ちC4と 類 とが温最を造.
らその椿干恒數の變化に停ひ觸媒活性が燮化す弓事
がわかる,碕 ら㍉一つ注意すべき事}まその混合鱗蝶.
の線をよ く調べ ると種々の戊分比の混晶に帽富する
種々の格子恒薮の縹が同時に現れでゐる事である・
從つて健湛作用の機構 としては上記の もの以外に種
ロ
々の混品の境界粮に墓 く新活性中心φ虫成をも併せ
考へ奪ければな らない・(外山).
.
P
.
●
o
一一1dg一
9
儚
